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③交流活動での活用 

・プレゼンソフト（ロイロノート

等）を活用し，入手した資料に，

自分の考えや疑問，新たな解決方

法等を書き込みながら，ペアやグ

ループでの交流に取り組ませた。

全体交流の場では，書き込みした

資料や図を直接他のタブレットに

転送したり，電子黒板に映し出し

たりしながら，意見を交換し，考

えを深め合うことができた。 
・授業での使用時はまだ台数が少な

いため，入力する人，発表時に操

作する人等，役割を決めている。

数回の授業の中で全ての役割をこ

なすように配慮した。 
・iPadmini の小さな筐体と手軽に

安全に持ち運べるケースを利用す

ることで，子どもたちは手軽に屋

外での記録（静止画や動画の利

用）等に使用できた。 
・総合的な学習の時間では，「コ

マーシャル作り(十和田市のいい

ところ自慢)」等を通して，ロイ

ロノートをはじめとする各種アプ

リやカメラ(静止画や動画)，ボイ

スレコーダー等の使い方を学ばせ

た。 
・本校 ICT 担当者が管内の教師に対

して，iPadmini の効果的な活用

方法をテーマにした授業研究会を

実施した。 
・iPad の利用方法に関する書籍を

購入し，閲覧できるようにしてい

る。 
・校内研修で，「教科で使える小ネ

タ」として iPad 活用の実践事例

を紹介した。 

写真⑤ 学習発表会にてコマーシャル発表をする６年

写真⑥ 字幕・効果音を取り入れ，簡単操作で表現力を
高めたコンテンツを製作することができた 

写真⑦ 写真機能で取り込んだり，文字を入力や手書きで
書き込んだり，編集が容易な「ロイロノート」 
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５. 研究の成果 
【成果①】学習への関心意欲や主体的に学ぶ態度を育てる。 

・児童自ら撮影した画像や動画等の

デジタルコンテンツを使用するこ

とによって，ほとんどの児童が学

習意欲を高めて取り組むことがで

きた。 
・１人１台で個別学習を進めること

で学習に対する満足感を与えるこ

とができた。 
 
 
 
 
 
【成果②】グループで共有する力，人とかかわり合う力を高める。 

・グループ内での役割分担やグルー

プ間のコラボレーションを促し，

コミュニケーション能力を伸ばす

ことができた。 
・他のグループが発表したコンテン

ツからよい点を取り込んだり，新

たな考えを付け加えたりすること

が容易にできた。そのことによ

り，完成度の高いコンテンツを作

ることりができ，また，その活動

を通して，子どもたちに粘り強く

取り組む学習態度が育くまれた。 

 
６. 今後の課題・展望 
【環境整備面】 

・iPadmini の充電やアプリの管理，バックグラウンドでの待機アプリによるメモリ不

足の解消，撮影した画像等のデータの整理等のメンテナンスが，担当者の大きな負担

となっている。 

・今後，Panasonic 教育財団からの助成の終了後，インターネットを介してのアプリの

購入等は，市の予算ではできなくなるため，追加アプリの購入については厳しいもの

がある。 

 
【授業づくりと指導法】 
・一斉授業では，台数の制限から 3〜4 人で１台というグループ形態となり，活用場面

に制限がある。 

写真⑨ 画像を指先で拡大することにより，自分の気付きを

共有し合う子どもたち 

写真⑧ AirPlay 機能で iPadmini から無線で画面を飛ば

し，大型テレビで提示 
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・総合的な学習の時間では，テーマによって時間数を配置できるが，教科では一単元

当たりの指導時間数に制限があり，資料の収集やプレゼン用コンテンツの作成のため

の時間の確保が難しい。 
・現在，無線 LAN ルーターの数が少なく，無線 LAN を使用できるエリアが限られてい

る。無線 LAN を校内全域で使用できるようにしたいが，予算の確保が厳しい。 
・機器のトラブルが発生した時に，即時に対応できるような ICT 担当教員が現状の校

内体制では配置できない。 
・日々進化するアプリについて，具体的な授業への有効活用を研究していく体制を構

築していかなければならない。 
 
【授業力を高めるための取組み（研修等）】 
・各学年における iPadmini の有効活用の場面を明示するなど，iPad を活用するメリッ

トを広げる機会を用意する。 
・クラブ活動や委員会活動での発表等での活用など，iPadmini 活用のよさを身近なと

ころから広めていきたい。 

 
７. おわりに 

Panasonic 教育財団の助成により購入した ICT 機器（iPadmini）を活用することによ

り，各教科での動画像を活用した学習への動機付け，一人で復習や補充をする個別学

習，ペアやグループ（４人に１台）での学習，全体での交流学習を充実させることが

できた。 
特に，iPadmini が「調べ・編集・発表・まとめ・プレゼン」を行う際のツールとし

て，有効であることを確信することができた。 
これからも iPadmini のさらなる活用法を模索していきたいと考えている。 
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